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令和  7 年 5 月 1 日 

        氏名 平川 千津子 

研究分野 研究内容のキーワード 

 

看護学 

新人看護師教育  

職業選択動機 

学習意欲 

教育上の能力に関する事項 

事   項 年 月 日 概   要 

1. 教育方法の実践例 

 

 

平成28年 

 

平成30年3月 

 

令和 2年 4月～ 

 

令和 4年 4月～ 

栄養に関する問題を作成しWEB上に掲載し、

学習できるようにした（令和2年3月まで） 

各部署のラウンド及び随時、新人看護職員か

らの相談を受け付けた（令和2年3月まで） 

LINE 及び随時学生からの相談を受け付けて

いる 

オフィスアワーを設け学生の相談や授業に関

する質問を受け付けている 

2. 作成した教科書、教材 

 

 

平成30年～令

和元年4月 

 

令和 2 年～ 

 

 

令和 4年 4月～ 

新人看護職員の看護技術の到達度のとりまと

め及び評価した教材を作成し研修において活

用した（令和元年4月まで） 

コミュニケーションの授業においてコミュニ

ケーション演習の教材を作成し、授業において

活用している 

看護学、実技に関する教材を作成し、授業に

おいて活用している 

3. 教育上の能力に関する大学等

の評価 

 

  

4. 実務の経験を有する者につい

ての特記事項 

 

平成30年4月~

令和元年4 

令和2年 

令和 2年 4月～ 

 令和 4年 3月 

新人看護職員への看護技術研修講師及び看護

過程研修講師を行った 

看護部のキャリアラダー作成に携わった 

実習調整者として臨地実習の年間計画立案、施

設との受け入れ交渉、打ち合わせ、評価会議等

の調整、学生の臨地実習指導を行った。また、

小児・母性実習を担当し学生へのオリエンテー

ション、看護技術指導、臨地実習指導を行った。 

5. その他 

 

 

 特記事項なし 

 



職務上の実績に関する事項 

事   項 年 月 日 概   要 

1. 資格、免許 

 

 

平成2年4月 

平成10年3月 

 

平成14年 

 

平成 20 年 

 

令和６年 

看護師免許（登録番号：683153） 

厚生省看護研修研究センター看護教員養成課

程看護師教員専攻研修修了 

認定看護管理者教育課程ファーストレベル終

了 

日本静脈経腸栄養学会 栄養サポートチーム

専門療法士（認定番号：第N10230 号） 

一般社団法人日本栄養治療学会（2024 年 4 月

１日 学会名称変更）栄養サポートチーム専門

療法士（認定番号：第 N10230 号） 

2. 特許等 

 

 

 特記事項なし 

 

3. 実務の経験を有する者につい

ての特記事項 

 

平成25年～27

年 

平成28年 

 

平成29年 

 

令和元年 

 

令和2年 

 

佐賀県看護協会 教育委員 

研修支援、教育計画の作成 

佐賀県看護協会主催 看護共通研修会講師 

 

佐賀県看護協会主催 看護共通研修会講師 

 

佐賀県主催、佐賀県看護協会実施 新人看護職

員研修教育担当者・実地指導者研修会講師 

佐賀県主催、佐賀県看護協会実施新人看護職員

研修教育担当者・実地指導者研修会講師 

4. その他 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究業績等に関する事項 

著書、学術論文等

の名称 

単著、共著

の別 

発行又は発表

の年月 

発行所、発表雑誌等又

は発表学会等の名称 
概        要 

（学術論文） 

１．新人看護師

教育に対する

スタッフ看護

師の認識と行

動（学位論文） 

 

単 

 

平成24年3月 

 

佐賀大学大学院医学

系研究科看護学論文 

 

 

新人看護師教育に携わる3年目以

上の看護師176名を対象に新人看

護師教育に対する認識と行動に

ついて調査を行った。その結果、

看護師経験年数が少ない看護師

は新人看護師に対し、情意的な配

慮が重要であると認識していた。

看護師経験年数が多い看護師は

スタッフ間での調整行動ができ

ていると評価しており、経験年数

を考慮したうえでの役割を明確

にした指導体制の確立が示唆さ

れた。 

 

（その他） 

1．新人看護師

教育に対する

スタッフ看護

師の認識と行

動の経験年数

による比較 

（査読付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．当院の病棟 

単位NSTによ

る介入状況と

課題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成28年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年度第32回佐

賀県看護研究学会抄

録集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第41回九州代謝・栄

養研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新人看護師教育に携わる3年目以

上の看護師176名を対象に新人看

護師教育に対する認識と行動の

経験年数による差異を明らかに

し、今後の新人看護師教育のあり

方を検討した結果、経験年数6～

10年の看護師は情意的な配慮の

認識が高く、経験年数6～10年、16

年～20年の看護師は調整的な役

割行動の評価が高いことが分か

った。経験年数によって担える役

割が異なっていることを考慮し、

教育体制を整えることの重要性

が示唆された。 

 

 

15病棟中4病棟での患者回診状

況、患者への生活行動改善や栄養

指導、病棟看護師への経管栄養等

の技術教育実施、医師への輸液組

成の提案を行い、遂行率の調査を

行った。 

介入患者数345名、回診延べ1031

件、提案件数512件で遂行率は

72.7％であった。特に脂肪乳剤投

与に関する遂行率が低かった。ま

た、患者の食生活改善や食事の重

要性への認識の低さ、疾病予防に

ついての意識の低さも考えられ、

栄養に対する知識の普及が必要



 

 

 

 

 

 

 

 

3．イントラネ

ットを利用し

たNSTからの情

報発信「NSTク

イズ」の効果に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．イントラネ

ットを利用し

たNSTからの情

報発信「NSTク

イズ」の効果に

ついて（第2報） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．NSTが介入

した褥瘡手術

患者における

栄養管理の現

状について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成31年2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成31年2月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第32回日本静脈経腸

栄養学会学術集会抄

録集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第34回日本静脈経腸

栄養学会学術集会抄

録集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第34回日本静脈経腸

栄養学会学術集会抄

録集 

 

 

と考えられた。 

（執筆担当部分：病棟での栄養指

導、食生活改善教育、経管栄養技

術指導等の実施および遂行状況

と課題） 

椛美紗子、小根森智子、平川千津

子、仲真美恵、岡真以子、松田知

子、佐藤清治（計7名） 

 

病院全職員の栄養への関心を高

め、知識の普及を目的として、病

院のネットワークを利用し、食品

に含まれる栄養素や食生活と疾

病の関係、口腔ケアに関する等の

栄養クイズを発信した。毎月解答

率、正解率をもとに勉強会の内容

を検討し実施した結果、栄養に関

する知識普及や生活習慣改善へ

の一助となった。 

（執筆担当部分：クイズ作成の過

程、実施勉強会実施の実際） 

椛美紗子、平川千津子、仲真美恵、

香月万葉、松田知子、佐藤清治 

（計6名） 

 

病院全職員の栄養への関心を高

め、知識の普及を目的として、病

院のネットワークを利用した取

り組みの第2報。アンケートによ

り、医療職以外の職員も栄養に関

する関心が高まった、食事内容に

も気を付けるようになった、食生

活に気をつけると病気の予防に

もつながるなどの回答がえられ

た。今後もより多くの職員に関心

を持ってもらうよう取り組んで

いく必要性がある。 

（執筆担当部分：クイズ作成・実

施、職員の意識調査） 

牛島浩子、椛美紗子、平川千津子、

仲真美恵、松田知子、小根森智子、

佐藤清治 

（計 7名） 

 

褥瘡患者は入院時から栄養状態

が不良な場合が多く、術後の回復

遅延も予測される。そのため、入

院時より栄養評価を行い、タンパ

ク質や亜鉛製剤など術前の栄養

状態の改善および術後の回復に



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6．養護教諭養

成課程におけ

る臨床実習に

ついての検討 

‐実習記録・報

告書の分析‐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和7年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀女子短期大学

研究紀要 

 

向けての栄養提案を行ってきた。

また病棟看護師との情報交換を

行い、食事内容の観察、体重測定

の依頼、必要性の説明等を行っ

た。 

（執筆担当部分：病棟看護師との

情報交換、依頼と指導） 

椛美紗子、牛島圭太、平川千津子、

仲真美恵、松田知子、牛島浩子、

小根森智子、佐藤清治 

（計8名） 

 

養護教諭免許状取得のために必

要な養護に関する科目の中に看

護学 10 単位が定められおりそ

の中に臨床実習が含まれてい

る。今年度初めて 4 カ所の病院・

クリニックで実習を行い、学生

は様々なことを学ぶことができ

た。実習を振り返り、今後の実習

方法や課題を明らかにするため

に学生の記載した実習記録およ

び実習報告書を分析した。結果

実習内容についての詳しい情報

共有、事前楽手の充実などがあ

げられた。 

 

 


